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厚生労働科学研究費補助金（慢性の痛み対策研究事業） 

総合研究報告書 

 

慢性の痛みに関する基礎的・臨床的横断研究 

 

研究分担者  齋藤 繁 群馬大学麻酔科 教授 

 

 

Ａ．研究目的 

 慢性痛は身体的痛みと社会的・心理的痛み

が複雑に絡み合っているため、その一般化と

病態解明は容易ではない。診断法、治療法の

開発を目指して、最新研究機器による研究を

特に脳脊髄の神経活動に焦点を合わせて実

施している。慢性痛患者に対し、社会的因子

を含む多面的評価を用いたアンケート（主観

的評価）調査と、同時に頭部 MRI 検査（客

観的評価）も施行し臨床的意義を示す。 

 

Ｂ．研究方法 

 下行性抑制を介した鎮痛に関して、α2 ア

ゴニスト（デクスメデトミジン）、抗うつ薬

（ミルナシプラン、パロキセチン）、オピオ

イド系鎮痛薬（トラマドール）の作用を薬理

学的、行動学的、組織学的に解析した．ノル

アドレナリンやセロトニンの関与をマイク

ロダイアライシスで分析した．GABA トラ

ンスポーターVGAT 遺伝子改変動物で脊髄

でのグリシンの鎮痛に関する作用を解析。ま

た、脊髄神経細胞の stem cell 化を検討した．

臨床研究で、慢性痛（罹患期間 3 ヶ月以上）

患者を対象に、身体的・精神的・社会因子を

含む多面的アンケートを用いた。MRI 撮影

はVoxcel Based Morphography (VBM)を用い、

健常人に対する慢性痛患者の脳萎縮部位・程

度を検討した。 

（倫理面への配慮） 

 当該施設の倫理委員会の承認を取得した

上で実施。 

 

Ｃ．研究結果 

 神経障害性疼痛モデル動物において、鎮痛

 研究要旨 

 痛みを伝える神経細胞・神経線維の活動について、特に抑制性神経伝達物質の経路に着目

して電気生理学的検討を進めている．GABA や Glycine などの伝達系に異常を持つ遺伝子改変

動物をモデルとして、その分子生物学的異常と生理学的異常、行動学的以上の関係を解明し

た．また、痛み下行性抑制系にも着目し、グリア細胞の挙動と疼痛回避行動の関係について

も解析を行い、局所麻酔薬の徐放薬を作成し、臨床研究を開始した．さらに、脳科学技術を

用いて、慢性痛メカニズムとして機能的・形態学的異常を指摘し、dysfunctional pain という、

これまでの痛みの概念を翻す、新たな痛みフレームワークを提唱している。 
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効果は下行性抑制系の活性化が強く関与し

ていた。α2 アゴニスト、抗うつ薬、オピオ

イドの何れにおいても観察された．VGAT 遺

伝子の減少により、グリシンを介した鎮痛経

路が異常を来すことが観察された．脊髄細胞

の幹細胞化が図れることを証明。臨床結果で

は、アンケート SF-36（Quality of Life を計る

質問票）内の身体機能と睡眠の質（r = 0.81）、

SF-36 の日常活動の身体及び精神の健康度（r 

= 0.93）、のそれぞれ強い相関が見られた。ま

た身体機能は、 BS-POP: Brief Scale for 

Psychiatric Problems in Orthopedic patients（腰

痛における精神的問題を計る）と Pain Detect

（神経障害性疼痛の関与度を計る）に、とも

に負の相関（r = - 0.60, r = - 0.68）を認めた。

社 会 的 因 子 で は 、 学 歴 が PCS: Pain 

Catastrophizing Scale（痛みの破局的思考を計

る）と相関（r=0.72）を示した。脳 MRI 解析

では、前頭前野（prefrontal cortex）、視床、

島、運動野の萎縮を示す患者が多かった。 

 

Ｄ．考察 

 作用機序の異なる複数の薬剤を有機的に

組み合わせて、効果的で副作用の少ない鎮痛

療法を創出することが求められる。認知行動

療法やリハビリテーション等、薬剤に依存し

ない下行性抑制系活性化と合体させる診療

態勢について臨床応用への準備を開始すべ

き段階であると考察された。慢性痛には精神

的要素と身体的要素に強い関連が認められ

る。学歴が上がるほど痛みの破局的思考が減

少しており、学歴と慢性痛の関係を裏付けた。 

 

Ｅ．結論 

 下行性抑制による鎮痛治療開発の高い可

能性が確認された。前頭前野 prefrontal 

cortex の機能不全こそ、慢性痛病態の本丸。

同 部 位 の 機 能 不 全 か ら 来 す 痛 み

（dysfunctional pain）は、従来の痛みの３つ

の区分（侵害性・神経障害性・心理的要因）

を包括する新たな痛みの概念として提唱す

る。 
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痛み外来における線維筋痛症迅速検出法: 

FiRST (Fibromyalgia Rapid Screening Tool) の

有用性と限界 

荻野祐一 

日本臨床麻酔科学会誌  2013; Vol. 33: 

775-780. 

 

痛みを想像した時，ダイエットした時 

荻野祐一 

ペインクリニック 2013; Vol. 34． 

 

整形外科関連疾患での慢性の痛み III. 部

位別の治療方針 5)術後痛、術後慢性痛

Postoperative pain and postsurgical chronic pain 

荻野祐一 小幡英章 

ペインクリニック 2013; Vol. 34 別冊春号 

S205-212. 

 

痛みはどこで感じるか 

荻野祐一 

A-net (Anesthesia Network) 2012; Vol.16 No.2 

p25-28 

 

2．学会発表 

痛みを脳科学する Pain and Brain Science: 

Current and future picture 

荻野祐一 群馬大学医学部附属病院 麻酔科, 

日本麻酔科学会第 59回学術集会 2012年 6

月 7 日-09 日 神戸ポートピアホテル 痛み

を科学する 2012 年 6 月 8 日 09:30～11:30 

座長:小幡英章(群馬大学医学部附属病院 麻

酔神経科学) 

 

FiRST (Fibromyalgia Rapid Screening 

Tool) の有用性と限界 

演者 ： 荻野祐一 日本臨床麻酔学会第 32

回大会 2012 年 11 月 1 日-3 日 

ビッグパレットふくしま／郡山市民文化セ

ンター シンポジウム 8  痛みの医療におけ

る質問票を用いた評価法の有用性と限界 11

月 2 日 座長 ： 柴田 政彦（大阪大学大学

院医学系研究科疼痛医学寄附講座） 
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P1-34-5 脱水状態が痛みに与える影響と補

水効果― fMRI 脳研究 

荻野祐一 中村浩司 折原雅紀 渋谷綾子 

齋藤繁（群馬大学医学部附属病院麻酔科蘇生

科）日本臨床麻酔学会第32回大会 2012年

11月1-3日 

 

第 35 回日本疼痛学会 日時：2013 年 7 月

12 日(金)〜13 日（土） 

（日本ペインクリニック学会第 47 回大会 

日時 7 月 13 日(土)〜15 日(月)） 

大宮ソニックシティ 

シンポジウム２ 疼痛学における神経イメ

ージング研究の進歩 

日時 7 月 13 日(土) 9:10~11:45 

S2-3 痛覚想像時の fMRI 荻野祐一 

 

第 12 回神奈川痛みの研究会 

日 時  2013（平成 25）年 10 月 5 日（土）

16 時より 会場 横浜シンポジア 

『 脳画像による痛みの「見える化」、急性痛

と慢性痛 』荻野 祐一 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

該当無し 

 


